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研究成果の概要（和文）：本研究は、気候変動による自然の衝撃が社会を不安定化させるプロセスをグローバル
サウスの事例研究から詳細に検証すると同時に、気候変動対策をめぐる国際的な議論をマクロレベルでとらえる
ことで、気候変動安全保障論および気候変動レジリアンス論を検討した。マクロレベルではリスクマネジメント
の観点から気候変動をとらえる国際動向および各国の対応策の現状を分析した。メソレベルでは水紛争に関する
データベース分析および、中東、南アジア、アフリカを対象として政策決定者や住民への聞き取り調査を行っ
た。ミクロレベルでは、南アジアおよび東南アジアでの貧困世帯住民への聞き取り調査を実施して水資源の利用
状況をとらえた。

研究成果の概要（英文）：This research examined in detail the process by which stresses caused by 
climate change destabilize societies in the Global South, and at the same time, examined climate 
change security theory and climate change resilience theory by considering the international debate 
on climate change countermeasures at the macro level. At the macro level, we analyzed international 
trends in climate change from the perspective of risk management and the current status of 
countermeasures in each country. At the meso-level, we analyzed databases on water conflicts and 
conducted interviews with policy makers and residents in the Middle East, South Asia, and Africa. At
 the micro level, interviews with poor households in South and Southeast Asia were conducted to 
understand the use of water resources.

研究分野：国際政治学

キーワード： 気候変動安全保障　気候変動レジリアンス　グローバル・ガバナンス論　持続可能な開発目標（SDGs）
　水資源
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、気候変動による自然の衝撃が社会の不安定化につながるプロセスを、政治的、経済的、文化的
な文脈の中で包括的にとらえ、日本ではまだ始まったばかりである気候変動政治の議論を提起した点にある。研
究成果を共著書籍『気候変動は社会を不安定化させるか―水資源をめぐる国際政治の力学』（日本評論社）にま
とめて出版し、公開シンポジウムを開催したことによって、学術界のみならず社会的な議論喚起にも貢献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

21 世紀に入って「気候変動政治（Climate Change Politics）」への関心が高まり、国際政治
学・国際関係論においても関連する学際研究が求められる時代を迎えた。洪水、干ばつ、台風、
熱波などの異常気象が人々の生活を脅かす規模と頻度が増加していることにともない、気候変
動による自然の衝撃が社会を不安定化させて武力紛争に発展させるのではないかというリスク
が懸念されているのである。ただし、自然環境の悪化は必ずしも紛争の直接的な要因になるわけ
ではない。水資源を独占しようとする資源獲得競争や異常気象への対応を利用しようとする政
治の思惑が、社会の不安定化を招き寄せる。他方、国家や草の根社会による緩和と適応が自然の
衝撃を和らげ、社会の安定を取り戻すこともある。 
しかし、議論の土台となるべき自然科学の領域でも測定・判断・予測などをめぐり、必ずしも
見解は一致していない。当然、自然科学を基礎に議論を進めようとする社会科学の側では意見が
分かれ、市場の利益や政治的立場などを反映して、合意形成は容易ではない。だが、注目すべき
なのは、こうした混乱にもかかわらず、自然環境の悪化を緩和し、国際社会として事態に対応し
ようとするいくつもの動きが、諸国家や市民社会の協力によって前進してきた事実である。パワ
ー・ポリティクスとは異なる次元で、グローバルな「気候変動政治」が展開されてきたと言える。 
グローバル・ガバナンスや EUガバナンスのような方向性が目立つようになると、その反作用
のように、個々の国家の姿勢が問われ始める。イギリスの社会学者アンソニー・ギデンズは、自
著『気候変動政治』（2009）において、国際社会で先進的な環境政策が示されても、それを実践
するのはそれぞれの国家であるし、自国のイギリスを例に、国内の政策決定過程や外交政策の展
開こそが重要だと論じた。「気候変動政治」における「国家の復権」である。先進国での流れと
並行して、途上国側でも「国家の復権」が注目された。苛酷な自然が貧困を加速する「脆弱国家」
や「失敗国家」において、武装組織の拡大、武力紛争、難民や移民の発生などの問題が噴出し、
国家のガバナンス能力の是非が論じられたからである。しかも、途上国の矛盾は、難民・移民の
流入やテロリズムの形で先進国に持ち込まれる。気候変動と自然環境の変化によって貧しい社
会が混乱し、政治的不安定や紛争が惹起され、国際社会の支援や介入が必要となるのか、という
ネクサスが真剣に検討されてきた。 
このように、未だに明確な解答のない「問い」ではあるが、気候変動とそれに深く関わる自然
の変化は、現実の社会や政治の変動を扱う地域研究はもちろん、国際政治学・国際関係論の分析
にとっても共通の課題となっている。本研究では「気候変動安全保障」概念を検討し、不足の懸
念される｢水資源｣に着目しながら、国際社会でもっとも重視される目標としての「安全保障」と
「SDGs」の視点から、地域研究や気候工学などと連携して気候変動をめぐる国際政治のネクサ
スを捉え、グローバルなガバナンスと地域、国家、草の根社会をリンクする政策的な構想を探究
する。 
 
２．研究の目的 
これまで学術的に大きく隔たっていた気候変動研究と国際政治学・国際関係論を、地域研究や
社会学を媒介としながら架橋し、以下のような論点を抽出する。 
 
(1) 気候変動と安全保障の接合：「気候変動安全保障」論の提起 
本研究では、国家主権や軍事力と結びつく古典的な安全保障の概念と並んで、｢エネルギー安
全保障」｢水資源の安全保障｣｢食糧安全保障」など、多くの新しい安全保障概念とも関連する「気
候変動安全保障」概念の有効性を検討する。気候変動と結びつく自然災害（熱波・寒波・台風・
ハリケーン・洪水・干ばつ・海面上昇など）や、水不足・食糧不足・衛生環境悪化といった被害
に対して、ガバナンス能力とリソースを備えた責任ある政府が存在すれば、住民は保護と救済を
期待できる。逆にそうでない場合、資源や安全をめぐるゼロ・サム状況が蔓延し、無秩序社会が
到来する恐れもある。この二種の国家と社会が緊密な関係性に置かれているのがグローバリゼ
ーション時代の国際社会であり、｢人間の安全保障｣の視点から、国家の提供する安全保障の限界
を問い直しつつ、新たに「気候変動安全保障」論を提起する。 
 
(2) 気候変動と｢SDGs｣の接合:「気候変動レジリアンス」論の検討 
気候変動とその影響は、単線的なものではなく、多くの要素の関係性から構成される複合的な
メカニズムである。自然が山脈・平地・河川・砂漠・湿地など多様な形態を取っている限り、熱
波や寒波、ハリケーン・洪水・干ばつなどの影響も一様には帰結しない。本研究では、水資源を
めぐる複合的なメカニズムとしてアジア・中東・アフリカ・ラテンアメリカの事例を分析し、入
手可能なデータを加えつつ、国家と草の根社会のガバナンス能力とそのリソースを支える社会
経済基盤・政治的条件を比較し、「気候変動レジリアンス」論とそのスペクトラムを作成する。 

 
(3) 気候変動と国際政治の接合：「気候変動グローバル・ガバナンス」のモデル化 
気候変動についての情報共有や政策協力を求めて、国際社会、地域、国家、草の根社会をつな



ぐ過程が進んでいる。国連気候変動枠組条約締約国会議（COP）、国連環境計画、EU や他の地
域機関、河川管理の国際体制、海上安全保障ネットワーク、さらに NATOなどの集団的安全保
障のしくみ、各国の行政機関や警察・軍事組織、市場を担う企業、NGOや個々人から成る市民
社会、メディアなど、グローバルな対応には多様な主体とリソースの連携が不可欠である。そう
した政策過程で、環境規制・環境外交・海外援助の知識と技術を持つ、日本や他の先進諸国の役
割は重要であり、開発援助・紛争防止・災害救済などと絡めて、途上国を包括した体制を構築で
きるかが問われている。エネルギー消費拡大に熱心な中国やインドなど、開発を優先する新興国
の対応も一つの論点である。本研究では、国際行政・国際技術協力・国際リスク管理などの観点
から、安全保障と「SDGs」とを結び付けた「気候変動グローバル・ガバナンス」のモデル化を
めざす。 
 
３．研究の方法 
全体の連携を図る総括班とマクロ（グローバル）・メソ（地域・国家間）・ミクロ（国内・草の
根）・グローカルのアプローチとイシューによって分類した４つの研究班を置く。各班はコンパ
ートメント化を意味せず、理論研究・事例調査を行う上で協力を築く土台となる。各班の実証研
究を踏まえ、総括班はグローバルな観点からの比較と総合を推進する。 
研究分担者は、担当する研究課題について、資料収集、現地調査、面接調査、その他の研究調
査を実施し、事例分析、理論仮説の構築、研究方法の開拓などに貢献する。 
総括班として各年度 2回（7月・11月予定）に開催し、各班の進展状況・中間報告・成果報告
を行う。知識・情報の共有、方法の検討、仮説構築をめざす。 
 国際政治学・国際関係論を基盤に、地域研究・社会学・気候科学などとの学際的連携を構築す
る上で、国内・国外から専門的な研究を行うリソース・パーソンを招き、学際・国際ワークショ
ップを各年度 2回開催する。 
 
４．研究成果 
 マクロ研究班は資料調査・統計調査として、リスクマネジメントの観点から気候変動をとらえ
る国際動向および EU 諸国と日本およびシンガポールを事例として各国の対応策の現状を分析し
た。メソ研究班は、水紛争に関するデータベースを分析および、中東、南アジア、アフリカ、ラ
テンアメリカを対象とする地域研究の観点からの既存研究分析を行ったうえで、政府機関の担
当者への聞き取り調査およびウガンダの難民定住地での訪問調査を行った。ミクロ研究班は、南
アジアおよび東南アジアでの住民の水資源利用に注目し、フィリピンのマニラ首都圏の貧困世
帯を対象として水供給に関する聞き取り調査を実施した。 
 2020 年度以降は新型コロナウイルスの感染拡大により研究チームによる現地調査はかなわな
かったものの、フィリピンでは現地 NGO の協力を得てマニラの低所得層約 800 世帯を対象とし
た水の供給に関する調査を、シンガポールでは政府機関等へのオンラインインタビューを行っ
た。 
国レベルでの分析として、インドの事例からは洪水発生後の住民支援が政党の支持獲得競争
に利用されるプロセス、アフリカ・サヘル地域の事例からは砂漠化および干ばつに際して農業に
傾注した政策が農民と牧畜民の対立を生むプロセスを描き出し、気候変動による自然災害が政
治化され、ときに暴力紛争に発展するメカニズムをとらえた。 
地域レベルでの分析として、フィリピン首都圏に代表される都市部では貧困地域での水の供
給を違法組織が担うなど、政府のガバナンスがおよばない領域にインフォーマルセクターによ
るガバナンスが浸透している状況が明らかになった。 
一方で、イギリスやシンガポールでは先進技術を用いた未来予測が行われており、気候変動に
よる自然の衝撃が社会不安を招く地域と緩和される地域との格差はますます広がることが予想
される。さらに、ヨルダン川沿岸では水供給安定化政策がむしろイスラエルとパレスチナの水ア
クセスの格差を拡大しており、水資源政策が政治的軋轢を生むリスクもはらんでいる。 
世界 6 地域を対象とする比較研究によって、気候変動による環境変化に同じようにさらされ
ながらも、土地や水をめぐる対立が紛争の発生あるいは悪化につながる地域と、社会への衝撃を
緩和できている地域との格差がますます拡大していることが鮮明になった。 
 研究成果はオンライン・シンポジウムや学会発表、論文にまとめて公開するとともに、2022 年
11 月に共著書籍『気候変動は社会を不安定化させるか』（日本評論社）として出版した。 
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